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ウ
ク
ラ
イ
ナ

市
民
が
ロ
シ
ア

の
無
謀
な
軍
事

侵
略
に
よ
っ
て

多
数
殺
害
さ
れ

て
い
ま
す
。
独
立
国
家
で
あ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
を
軍

事
力
に
よ
っ
て
奪
う
と
は
非

人
道
的
で
許
さ
れ
な
い
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
核
兵
器
使
用
の

可
能
性
に
言
及
し
、
国
際
社

会
を
威
嚇
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
核
兵
器
が
戦
争
の
抑

止
力
に
な
ど
な
ら
な
い
こ
と

を
証
明
し
て
い
ま
す
▽
安
倍

元
首
相
は
北
方
領
土
交
渉

の
際
に
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
、

君
と
僕
は
同
じ
未
来
を
見

て
い
る
」
と
呼
び
か
け
た
そ

う
で
す
。
国
を
私
有
物
の
よ

う
に
考
え
る
人
た
ち
は
、
普

通
の
市
民
の
姿
が
全
く
見

え
ず
、
力
の
論
理
を
信
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
▽
日
本
国

憲
法
の
前
文
に
は
、「
政
府

の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い

や
う
に
す
る
」
と
書
か
れ
、

第
９
条
に
は
「
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る

威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
」
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。
国
連
憲
章
に
も
違

反
す
る
武
力
行
使
に
対
し
、

日
本
は
憲
法
に
基
づ
く
行

動
を
と
り
、
紛
争
の
解
決
を

求
め
る
国
際
世
論
に
強
く

訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
▽
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
人
た
ち
の
声

が
世
界
各
地
で
拡
が
っ
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
国
内
で
さ
え

53
の
都
市
で
反
戦
行
動
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
普
通
の

人
々
は
戦
争
な
ど
し
た
く

な
い
の
で
す
。
平
和
へ
の
声

を
強
く
上
げ
る
時
で
す
。

 

（
走
）

－はるな生協の現況－
（2022年２月28日現在）

組合員数 20,385人
出資総額 406,139,200円
一人平均出資額 19,923円

電話 027（323）2762 ３ 月 号

　
地
域
の
組
合
員
活
動
は
、
や
り
た
い
事
を
や
り
た
い
時
間
に
、
班
や
地
域

の
つ
な
が
り
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
緑
十
字
で
ご
紹
介
で
き
る
の
は
、

ご
く
一
部
で
す
が
、
地
域
支
部
で
は
日
々
の
活
動
を
隣
近
所
に
知
ら
せ
る
「
支

部
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

省
略
〜

　

歩
行
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

は
、
様
々
な
面
で
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
よ
う
で
す
。
た
だ
し
歩
き

方
が
問
題
、
歩
幅
を
広
げ
、

省
略
〜

　

今
年
の
抱
負
を
年
賀
状
形

式
で
気
軽
に
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

は
る
な
生
活

協
同
組
合

速
く
、
距
離
を
延
ば
そ
う
と

い
う
「
パ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
は
腰
や
膝
、
足
を
痛
め

ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
歩
き

方
で
、
無
理
せ
ず
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
そ
う
で

　

今
年
は
昨
年
か
ら
始
め

た
「
筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
」
を

班
の
皆
さ
ん
に
追
い
つ
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
苦
手
な

腹
筋
、
完
全
マ
ス
タ
ー
な
る

楽
し
い
活
動
を
知
ら
せ
る

「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」

「
江
木
支
部
便
り
」（
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
一
部
引
用
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

・
目
標
は
「
三
途
の
川
を
歩
い
て
渡
り
ま
し
ょ
う
?!
」

「
は
る
な
生
協
藤
岡
タ
イ
ム
ス
」（
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
引
用
）

『
私
の
年
賀
状
』

す
。そ
こ
で「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

一
つ
ず
つ
身
に
着
け
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
み
ん

な
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

か
？
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。Ｓ

・
Ｋ

【
公
　
告
】

役
員
定
数
、
推
薦
委
員
及
び
役
員
立
候
補
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

第
70
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
次
期
役
員
の
選
任
を
行
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、

役
員
選
任
規
約
に
も
と
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
選
任
区
及
び
定
数
を
定
め
る
と
と

も
に
、
推
薦
委
員
を
指
名
し
ま
し
た
。

　

役
員
に
立
候
補
さ
れ
る
方
は
、
本
年
４
月
16
日
ま
で
に
推
薦
委
員
又
は
組
合
員

活
動
部
（
電
話
３
２
３
―
２
７
６
２
）
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

区

支
部

推
薦
委
員
（
敬
称
略
）

定
数

理　　事

第１選任区

第
一
、
第
二
、
第
三
、六
郷
、

第
五
、
第
六
、
長
野
、
乗
附
、

石
原
、
片
岡
・
八
千
代
、

佐
野
、
南
八
幡
、
群
馬
町
、

榛
名
町
、
箕
郷
町
、
安
中

委
員
長

　

冨
沢　

善
雄（
六
郷
支
部
）

委　

員

　

小
林　

節
子（
第
三
支
部
）

　

東　
　

正
彦（
群
馬
町
支
部
）

10

第２選任区

倉
賀
野
、
高
南
、
矢
中
、

中
居
第
一
、
中
居
第
二
、
上

中
居
、
高
関
、
大
類
、
江
木
、

塚
沢
、
藤
岡
、
吉
井
町
、

甘
楽
・
富
岡
、
玉
村

委
員
長

　

齋
藤　

有
功（
矢
中
支
部
）

委　

員

　

青
木　

俊
子（
上
中
居
支
部
）

　

黒
沢　
　

功（
吉
井
支
部
）

10

全
体
区

理
事
会

10

合
計

30

監
事
全
体
区

理
事
会

５

　
　

２
０
２
２
年
２
月
28
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る
な
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　
　

隆

【
公
　
告
】

「
住
所
不
明
組
合
員
の

み
な
し
脱
退
手
続
き
」

に
つ
い
て

　

定
款
第
９
条
に
も
と
づ
き
、
住
所
不

明
組
合
員
の
み
な
し
脱
退
手
続
き
を
３

月
30
日
開
催
予
定
の
第
10
回
理
事
会
で

実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
組
合
員
の
名
簿
は
別
添

の
と
お
り
で
す
。

　

ご
本
人
（
ご
本
人
が
ご
逝
去
さ
れ
て

い
る
場
合
は
ご
遺
族
）
の
住
所
が
確
認

で
き
れ
ば
、
名
簿
か
ら
除
外
で
き
ま
す

の
で
、
住
所
等
ご
存
知
の
方
は
、
本
部
、

組
合
員
活
動
部
ま
た
は
各
事
業
所
窓
口

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　

組
合
員
活
動
部

　
（
電
話
３
２
３
―
２
７
６
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

２
０
２
２
年
２
月
25
日

　
　

は
る
な
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　
　

隆
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

省
略
～

　

歳
を
重
ね
る
と
買
い
物
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
数
よ
り
も

診
察
券
の
数
が
増
え
る
？
こ

省
略
～

　

小
さ
な
勇
気
を
奮
い
起
こ

し
て
足
を
運
ん
だ
は
る
な
生

協
歯
科
診
療
所
で
す
が
…

① 

待
合
室
が
広
く
て
、
き
れ

い
。
受
付
で
マ
ス
ク
を
容

れ
る
袋
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

②
待
た
せ
な
い
。

③ 

診
察
室
が
壁
で
仕
切
ら
れ

て
い
て
、
隣
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
見
て
も
ら
え

る
。

④ 

診
察
機
器
に
最
新
の
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。

⑤ 

歯
科
衛
生
士
の
方
の
声
掛

け
が
い
い
。

　

課
題
は
受
診
を
希
望
す
る

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

～奨学生を募集しています～

＜お問い合わせ先＞
はるな生活協同組合　高崎中央病院　☎027（323）2665（代）
医学科	 ：医学生担当　廣田
	 　		（e-mail:igakusei@harunacoop.com）
看護学科	：看護部長　佐藤
	 　		（e-mail:t-fucho@harunacoop.com）

＜奨学金制度の概要＞
　私たちの医療理念（医療福祉宣言・綱領）に共感し、将来私たち
と一緒に地域の医療を担っていこうという意思のある学生さんに対
して、修学の一助として奨学金の貸与（給付を含む）をしています。

＜奨学生活動＞
　月に一度、奨学生が自分たちの学びたいことを出し合って学習を
行ったり、医療・介護の現場で実地体験を行うなど様々な活動を行
います。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、活動内容が異なる場合
がございます。

＜奨学金の額＞
　医学科		 １～３年　50,000円／月
	 	 ４～６年　60,000円／月
　看護学科	 １～４年　40,000円／月

○ 群馬県の修学資金制度をはじめ、他の奨学金制
度を利用している方も応募できます。

○奨学金は無利子です。
○ 卒業後、一定期間勤務することにより、奨学金

の返還が免除されます。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
７
）
２
７
６
２

「
な
か
い
第
２
支
部
だ
よ
り
」

︵
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
引
用
︶

「
塚
沢
支
部
だ
よ
り
」︵
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
引
用
︶

　

む
し
歯
治
療
体
験
記
・
イ
ン
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

方
が
多
く
て
、
予
約
が
な
か

な
か
取
れ
な
い
事
で
し
ょ
う

か
。
で
も
、
そ
れ
も
今
回
の

初
め
て
の
受
診
で
さ
も
あ
り

な
ん
と
合
点
し
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
む
し
歯
が
見
つ
か

り
、
治
療
は
長
期
戦
に
な
り

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
は
る

な
生
協
歯
科
診
療
所
で
な
ら

そ
れ
も
苦
に
せ
ず
、
治
療
が

続
け
ら
れ
そ
う
で
す
。

れ
っ
て
本
当
で
す
ね
（
個
人

の
感
想
で
す
）
ど
ち
ら
も
有

効
に
利
用
し
て
健
康
管
理
に

つ
な
げ
て
い
け
た
ら
！



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お問い合わせ先：組合員活動部（宮原）☎027（323）2762

ウオーキングでコロナに負けない

第13回ふるさとの散歩道
玉村地域　散歩道

玉村までの（バス）行き方
行き： 高崎駅西口１番バス乗り場（県立女子大学行き）に乗車し、玉村高校で

下車。
帰り：玉村町役場南（高崎駅行き）に乗車し、高崎駅で下車。

コース紹介
　玉村八幡宮　⇒　竹内勇水句碑　⇒　昇竜の松・勝運の松　⇒　
　井田家住宅　⇒　称念寺家鴨塚　⇒　木島本陣跡歌碑　⇒
　玉村町歴史資料館

＊こまめに水分補給するなどして歩いてください。
＊ 玉村八幡宮の写真を撮ってこられた方には、参加賞を組合員活動部にご用意し
てます。
＊コース地図は組合員ふれあい会館１階に用意してあります。
＊ １回～ 12回までの散歩道の地図もふれあい会館１階組合員活動部に用意してあ
ります。

　

下
滝
す
こ
や
か
班
で
は
、

年
に
１
回
の
大
腸
が
ん
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
採
便
容
器
を
配
付

し
、
班
会
当
日
に
持
ち
寄
り

ま
す
。
班
会
に
臨
床
検
査
技

師
が
参
加
し
て
、
そ
の
場
で

検
査
結
果
が
分
か
り
ま
す
。

尿
検
査
や
血
圧
な
ど
同
日
に

行
う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
人
気

の
班
会
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
年
も
昨

年
同
様
に
班
会
と
し
て
集
ま

る
こ
と
は
断
念
し
、
大
腸
が

ん
検
診
の
み
を
行
い
ま
し

た
。
利
用
者
に
は
事
前
に
採

便
容
器
を
配
付
、
提
出
は
班

長
宅
な
ど
に
届
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者

は
16
人
で
す
。
班
会
は
で
き

な
い
け
れ
ど
、
年
１
回
の
大

腸
が
ん
検
診
は
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。

大
腸
が
ん
検
診
班
会

　

採
取
は
２
回
、
２
・
３
日

空
け
て
採
取
。

　

費
用
・
１
、０
０
０
円

　

臨
床
検
査
技
師
に
よ
る
、

そ
の
場
で
の
検
査
結
果
確
認

を
す
る
場
合
と
、
郵
送
で
行

う
場
合
で
は
、
容
器
が
違
い

ま
す
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度

測
定
、
血
圧
測
定
、
血
管
年

齢
測
定
な
ど
）
筋
力
チ
ェ
ッ

ク
（
握
力
測
定
、
足
指
力
な

ど
）
と
合
わ
せ
、
年
一
回
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

２
０
２
１
年
度
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
、
過
去
最
高
の
参

加
者
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

は
る
な
生
協
で
は
、
結
果
報

告
５
０
０
人
を
超
え
ま
し

た
。
全
県
の
参
加
者
は
１
万

人
を
超
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
の
ご
意
見
で

「
毎
年
参
加
し
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
内
容
に
悩
ん
で
い
ま
す
。」

「
す
ぐ
選
べ
る
分
か
り
や
すちょっと一言ちょっと一言

豚ヒレ肉のから揚げねぎ酢あんかけ

　しょうが風味のから揚げに、ねぎの香味を生かしたあつあつの
あんをからめます。香りや食感を上手に活かした１品です。

 （高崎中央病院栄養科　調理師　飯嶋　良太）

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●材　料（２人分）
・豚ヒレ肉（１cm） ……… 200g
・しょうが搾り汁……… 小さじ1
・しょうゆ…………… 小さじ1/2
・片栗粉………………………適量
・揚げ油………………………適量
・ねぎ…………… 1/2本（40ｇ）

●作り方
① 豚肉をめん棒で軽くたたき、
しょうが汁・しょうゆをからめ
る。ねぎは小口切りにする。

② 豚肉に片栗粉をまぶし、170 ～
180℃に熱した揚げ油でこんが
りと揚げ、油をきる。

③ 小なべにＡを合わせてよく混
ぜ、片栗粉をとかす。混ぜなが
ら火にかけ、煮立ったらねぎを
加えてひと煮立ちさせ、とろみ
がついたら火を消す。

④ ②を器に盛り付け、③のあんを
かけて出来上がり。

Ａ
・だし（冷） ………… 3/4カップ
・酢……………………… 大さじ1
・砂糖…………………… 小さじ2
・塩…………………… 小さじ1/4
・白こしょう…………………少量
・片栗粉………………… 大さじ1

〈１人分の栄養価〉
　 234kcal　塩分1.2ｇ

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
万
人
超
え

大
腸
が
ん
検
診
　
今
年
も
実
施

高
南
支
部
　
下
滝
す
こ
や
か
班

生活困窮者支援米が足りません！！
引き続き、お米の支援物資を求めます！

　昨年の緑十字11月号に掲載した生活困窮者支

援に必要な緊急支援米ですが、皆様のおかげで

この間で約530kg集まりました（２月末日時点）。

ご協力、大変有難うございました。

　引き続き、生活困窮者の方々が生きていくた

めの主食のお米（玄米可）が必要です。生活困

窮者への支援米は、年間で約1,400kgを使用し

ますが、集まっている支援米は今のところ使用する約半分にも達してい

ない状況です。特に、ひとり親家庭やコロナ禍で無保険状態となった方々

への支援が急務となっており、このコロナ禍で昨年以上に急増していま

す。

　炊き出しやハローワーク前なんでも相談会の他に毎月第２土曜日には、

シングルマザー支援行動として20軒以上のご家庭に支援米を中心に食料

品や生活用品などを届けています。

　ご支援が可能な方は、是非ご協力をお願い申し上げます。

反貧困実行委員会

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで 　☎027（323）2762

連絡先：組合員活動部
FAX：027（323）2944
メール：kumikatu@harunacoop.com

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
を
紹
介

し
て
下
さ
い
。」
な
ど
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
私
の
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
」を
ご
紹
介
下
さ
い
。

★ 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
製
の
都

合
上
、
４
月
末
日
ま
で
に

お
送
り
下
さ
い
。


